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1. はじめに 

企業経営の主要な業務を支える基幹システムは、日々変化するマーケットのニーズに対応できる柔軟な環境や迅速

にリリースできるプロセスの確立に加え、システム停止によるビジネスへの影響を回避するために、安定した稼働

を強く求められます。 

 

基幹システムの高可用性を実現する方法の１つとしてクラスタリングソフトを使用したシステムの冗長化が挙げられ

ますが、これは物理的障害などが発生した場合に、アクティブサーバーとスタンバイサーバーを自動的に切り替え、

システムの停止を回避するものです。 

 

加えて、実行環境のスペックを増強する“スケールアップ”、実行環境を複数用意して処理の負荷を分散させる“ス

ケールアウト”は、想定外の負荷による大幅な処理の遅延や、その結果としてのシステム停止を未然に防ぐ対策とし

て、コンテナのオーケストレーションサービスやクラウドにおいても広く利用されています。 

 

さらに、基幹システムに関連するすべてのソフトウェアが個別に高可用性を意識した機能を持ち合わせていれば、

幾重にも対策を施すことができ、安定したシステムの提供が可能になります。 

 

Enterprise Developer/Enterprise Serverはスケールアウトパフォーマンス/可用性クラスター機能を備え

ており、複数の Enterprise Server インスタンスを単一システムイメージで運用、管理することができます。この

構成を取り入れることにより、JCL処理は負荷分散され、単一障害点を最小限に抑えることができます。 

 

本文書では、Enterprise Developer/Enterprise Server製品を使用したスケールアウトパフォーマンス/可

用性クラスターを実現する方法について解説します。 

 

 

2. モダナイゼーション支援製品 

弊社のモダナイゼーション支援製品は、COBOL 製品群とエンタープライズ製品群の２つに分類されています。本

文書ではエンタープライズ製品群に含まれる開発環境製品の Enterprise Developer と、実行環境製品の

Enterprise Serverに焦点を当てて解説します。 
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3. 開発環境製品と実行環境製品の違い 

開発環境製品の Enterprise Developer はコンパイラとランタイムを含み、開発用マシンにインストールする製

品です。業界標準 IDEの Eclipse、Visual Studio、Visual Studio Codeを利用した開発作業や、開発用の

実行環境機能により、開発工程における単体テストや JCL の実行、IDE を利用したデバッグなど、効率的なテスト

を行うことができます。 

 

一方、実行環境製品の Enterprise Serverはランタイムのみを含み、本番用マシンにインストールする製品です。

実行単位となる Enterprise Server インスタンスは、例えば JCL を対象としたバッチ用、IMS、CICS オンライ

ン用、Webサービス用など、運用用途に合わせて複数作成することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. スケールアウトパフォーマンス/可用性クラスターの目的と効果 

 

1) 目的 

基幹システムの停止はビジネスに甚大な影響を与え、企業の信頼喪失につながることから、常に安定した稼働を

強く求められています。オープン環境においてもサーバーの物理的な障害、ネットワークの切断、ソフトウェアによ

る障害など様々な問題に備える必要があり、複数の視点から目的に応じたツールや回避策を施すことになります。 

 

このようなニーズから、Enterprise Developer と Enterprise Server 製品には、スケールアウトパフォー

マンス/可用性クラスター（以降 PAC と称す）機能が含まれており、これを利用することによりシステムの高可用

性を実現します。 

 

2) 効果 

製品の PAC機能を利用すると、次に挙げるようなシステムの高可用性を実現できます。 

 

① 負荷分散 

複数の Enterprise Server インスタンスを PAC 構成に参加させ、単一システムのイメージで処理の負荷分

散を実現します。PAC構成に登録された Enterprise Server インスタンスを PACメンバーと呼びます。 
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例えば JCLを使用したバッチ処理では、自動的に PACメンバーの空いているイニシエータへジョブが割り振ら

れ、効率的に処理を実行することができます。 

 

② 単一障害点の回避 

稼働させる OS や製品バージョン、稼働ビット数が一致すれば、IP アドレスの異なる複数のマシンに存在する

Enterprise Server インスタンスを PACメンバーに加えることができ、ハードウェアやネットワークに起因す

る単一障害点を最小限に抑えることができます。 

 

２つのWindows環境から PACメンバーに指定した例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ ファイルの共有と制御 

PAC メンバー間で JES のカタログファイル、スプールファイル、CICS のリソース定義ファイル、処理に使用す

る VSAMなどのデータファイルが共有でき、排他制御が行われます。 

これらのファイルをDatabase File Handler（以降DBFHと称す）機能を利用して、RDBMSへ格納するこ

ともでき、データの可用性を高めることもできます。 

 

④ ロードモジュールの共有 

PAC メンバー間で実行可能ファイルであるロードモジュールを共有することができます。例えば１つの

Enterprise Server インスタンスに対して CICS NEWCOPY を行った場合には、指定したプログラムが使

用中でないことを前提に新しいモジュールがロードされ、すべての PACメンバーへ伝播されます。 

 

 

5. PACを取り巻く環境 

PAC 機能では、PAC メンバーの同期と管理のために必要となる構成要素があります。加えて、必要に応じて準備

する製品以外のツールについてご説明します。 

 

 

 

 

Windows マシン１のインスタンス 

Windows マシン２のインスタンス 
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PAC構成の例） 

⚫ RDBMSとインメモリデータベースを別途用意し、可用性を確保するように配置 

⚫ １つのアプリケーションサーバーから共通管理画面 Enterprise Server Common Web 

Administration（以降ESCWAと称す）を使用して、PACとスケールアウトレポジトリ（以降SORと称す）

を構築 

⚫ アプリケーションサーバー１と２の Enterprise Server インスタンスを PACメンバーに登録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1) インメモリデータベース 

PACメンバー間の同期を実現するためにインメモリデータベースにSORを構築する必要があります。PAC構

成に紐づけられた SORを PACスケールアウトレポジトリ（以降 PSORと称す）と呼びます。 

 

本番環境や本番相当のテスト環境では Redis Cluster、Redis SentinelやOracle Coherenceの高可

用性機能の導入を計画し、PAC構成全体の高可用性を確保することを強くお勧めします。 

 

2) RDBMS 

PAC メンバーを管理するために、RDBMS に DBFH を構築する必要があります。サポートされている

RDBMSを製品マニュアルでご確認後、別途ご準備ください。 

PACメンバーからのアクセスは、接続文字列またはODBC経由となります。 

 

RDBMS の機能を利用したスタンバイ環境との同期などを計画し、PAC 構成全体の高可用性を確保すること

を強くお勧めします。 

  

１） 

2） 3） 4） 
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3) ロードバランサ、クラスタリングソフト 

基幹システムの停止を防ぐためには、サーバーのダウンやネットワーク障害などに備えてスタンバイ環境と同期

とる、接続先を切り替えるなど複数の対策を施す必要があり、これらを実現する場合は別途ロードバランサやク

ラスタリングソフトをご準備ください。 

 

一般的にクラスタリングソフトは、物理的な障害や OS レベルの障害によりサーバー自体がダウンした場合にス

タンバイ環境へ切り替えるもの、ロードバランサは、処理の負荷分散とポートなどの死活監視、障害時の接続先

切り替えを目的に導入するもので、エンタープライズ製品の PAC 機能は、業務処理の負荷分散を提供していま

す。 

 

PAC 構成では、PAC メンバー間でファイルを共有できることから、ロードバランサが障害を検知した場合は、

稼働している PACメンバーに接続先を切り替えて業務処理を続行することもできます。 

 

4) PAC、SOR、PSOR 

PACを構成するために、１つのマシンの ESCWAを使用して PACやSOR、PSORを登録しますが、例えばマ

シン１の ESCWAからこれらを登録し、マシン１がダウンした場合でも、他マシンの PACメンバーが起動中であ

れば PAC機能は有効であり、処理の負荷分散は継続されます。 

 

また、他のマシンから PACメンバーとして指定された Enterprise Server インスタンスは、PACメンバーと

して起動されます。 

 

ローカルマシンの ESCWAで PAC、SORを登録した例） 

 

 

 

 

PACメンバーとして起動されたことがコンソールログに記録） 

 

 

 

PACのソフトウェア要件は、ご利用になるバージョンの製品マニュアルを開き、「ここからはじめよう > 製品情

報 > Enterprise Developer のインストール > 環境別の Readme」に含まれる「パフォーマンス・アベイ

ラビリティ クラスター（PACs）のソフトウェア要件」欄をご参照ください。 
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6. PACのコンポーネント 

PAC 構成には下記の項目を目的として、必須コンポーネントと任意に構成できるオプションコンポーネントがあり

ます。 

 

1) Enterprise Server インスタンスの可用性 

PAC 構成には Enterprise Server インスタンスの指定が必須です。何かの障害により１つのインスタンスが

停止した際にも可用性を保持するために、３つ以上のインスタンスを PAC メンバーにすることを推奨していま

す。また、メンバーの同期に必要な PSORを PAC構成に対して必ず１つ指定します。 

 

2) システムデータの可用性 

PAC メンバー間におけるシステムデータの共有と管理のために、DBFH を利用したリージョンデータベースと

リージョン間データベースの構成が必須です。 

 

3) データファイルの可用性 

データの可用性を高めるために、JES のカタログファイルや CICS のリソース定義ファイル、データファイルな

どを DBFH が構築されている RDBMS へ格納し、管理することができます。ただし、書込み頻度が多い場合

は、処理スピードに影響することがあります。この構成は必須ではありません。 

 

4) システムのセキュリティ 

PSORや SORにアクセスするクライアントに対して、認証を要求することができます。 

この構成は必須ではありません。 

 

5) SORの負荷分散 

CICS TD、TSキューのデータを別の SORに格納することができます。これにより特定データのアクセスに対

する負荷を分散することができますが、この構成は必須ではありません。 

 

 

7. PAC利用の前提条件 

PAC機能を利用するにあたり、下記の前提条件をご確認ください。 

 

1) OSとサードパーティ製品 

サポートされる OS、RDBMS、ODBC のバージョンは製品バージョンによって異なりますので、ご利用になる

バージョンの製品マニュアルを開き、「ディプロイ > 構成および管理 > Enterprise Server の構成および

管理 > スケールアウト パフォーマンス/可用性クラスター > 前提条件」をご確認ください。 
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例） 

 

 

 

 

 

 

 

2) サポートされる構成と制限事項 

PAC 構成と制限事項は製品バージョンによって異なりますので、ご利用になるバージョンの製品マニュアルを

開き、「ディプロイ > 構成および管理 > Enterprise Server の構成および管理 > スケールアウト パフォ

ーマンス/可用性クラスター > サポートされる構成」をご確認ください。 

 

3) PACメンバーの条件 

PAC構成に参加する PACメンバーは以下の条件を満たす必要があります。 

⚫ Enterprise Server インスタンスが存在するOSのバージョンが同じであること。 

⚫ Enterprise Server インスタンスが存在するエンタープライズ製品のバージョンが同じであること。 

⚫ Enterprise Server インスタンスの稼働ビット数が同じであること。 

 

 

8. デモ環境の概要 

これから解説するデモではWindows環境を使用します。詳細は以下の通りです。 

 

1) OS 

Windows 11 Pro 

 

2) プロセッサ 

13th Gen Intel(R) Core(TM) i7-13800H (2.92 GHz) (2 プロセッサ) 

 

3) システムの種類 

64 ビット オペレーティング システム、x64 ベース プロセッサ 

 

4) 各環境の名前解決 

IPアドレスは hostsファイルにて名前解決しています。 
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ファイルパスの例）C:\Windows\System32\drivers\etc\hosts 

設定値） 

<ESCWAを運用するマシンの IPアドレス> WIN11-SVR 

 

5) ユーザー権限 

アクセスや書き込み権限のあるユーザーを使用しています。 

 

6) Micro Focus Directory Server（以降は EDSと称す）サービスの開始設定 

異なるWindows環境のEDSへアクセスしてEnterprise Serverを管理する場合は、これを許可するよう、

参照される側の EDS 設定ファイルを変更します。Windows サービスから EDS サービスを停止後に変更し、

EDSサービスを開始してください。念のため、オリジナルファイルはバックアップしてください。 

 

ファイルパス）C:\ProgramData\Micro Focus\Enterprise Developer\mfdsacfg.xml 

更新前の設定値）<bind_address>127.0.0.1</bind_address> 

更新後の設定値）<bind_address>0.0.0.0</bind_address> 

 

7) 共有フォルダ 

すべての PACメンバーが使用する共有フォルダを 

WIN11-SVRに作成しています。 

 

 

 

8) インメモリデータベース 

Redisをダウンロードして、WIN11-SVR上にインストール後、redis-server.exeを実行しています。 

 

9) DBFH 

WIN11-SVR上の PostgreSQLにDBFHを構築しています。 

 

製品の DBFH 機能では、サポートしている RDBMS 別にスクリプトを提供しています。任意のデータベース名

などを引数として環境構築用のスクリプトを生成し、これを実行することでデータベースやデータストアを作成

することができます。 

 

詳しくは、ご利用になるバージョンの製品マニュアルを開き、「ディプロイ > 構成および管理 > Enterprise 

Server の構成および管理 > スケールアウト パフォーマンス/可用性クラスター > PAC の構成 > PAC 

の必須コンポーネントの構成 > データベース接続の構成」をご参照ください。 
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10) XAスイッチモジュール 

アプリケーションで使用するデータを DBFH に格納する場合は、XA スイッチモジュールをビルドして使用しま

す。詳しくは、ご利用になるバージョンの製品マニュアルを開き、「ディプロイ  > 構成および管理  > 

Enterprise Server の構成および管理 > サーバー インスタンス環境の構成 > XA 準拠リソース （XAR) 

の使用 > RM スイッチ モジュール > RM スイッチ モジュールのビルド」をご参照ください。 

 

11) ODBC 

DBFHへは、ODBCを設定して接続しています。 

 

12) 稼働ビット数 

プログラム、Enterprise Server インスタンス共に 64ビット稼働を指定しています。 

 

13) データ文字コード 

製品では EBCDIC もしくは ASCII/SJIS 文字コードを指定できますが、デモ環境では ASCII/SJIS を使用

しています。 

 

14) ESCWAの表示文字コード 

ESCWA の JES 機能で日本語が含まれるスプールやデータを表示する場合は、前もって製品インストールパス

に利用する CCSID を展開し、MFACCCGI_CHARSET 環境変数を指定する必要があります。詳しい設定方

法は、製品マニュアルの「Getting Started > メインフレーム チュートリアル > JCL チュートリアル」をご参

照ください。 

 

15) 使用した製品バージョン 

Enterprise Developer 11.0J for Eclipse 

補足）Enterprise Server 11.0Jと同等の開発用実行環境を含んでいます。 

 

 

9. PACの構成手順 

PAC 構成に必要な要素やコンポーネントをご理解いただいた上で、ここからは設定する手順について具体的に解

説します。 

 

1) ODBCの作成 

DBFH へ接続するために 64 ビットの ODBC を作成します。ODBC を設定せずとも DBFH 設定ファイルの

文字列により接続は可能です。 
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CrossRegion：リージョン間（Enterprise Server インスタンス間）データベース用のODBC 

Database：データベース接続用のODBC 

PACDEMO：リージョンデータベース用のODBC 

 

2) DBFH構成ファイルの作成 

DBFH環境へ接続するためにMFDBFH.cfgという名前の構成ファイルを用意します。 

 

環境情報） 

データベース名：postgres 

アクセス権限を持つユーザー：postgres 

ユーザーのパスワード：password 

 

内容例） 

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?> 

<datastores> 

  <server name="WIN11-SVR" type="postgresql" access="odbc"> 

    <dsn name="Database" type="database" dbname="postgres" userid="postgres" password="password"/> 

    <dsn name="PACDEMO" type="region.cas" region="PACDEMO" feature="all" userid="postgres" password="password"/> 

    <dsn name="CrossRegion" type="crossregion.cas" userid="postgres" password="password"/> 

  </server> 

</datastores> 

 

３行目：DBFHが存在する環境とその種類、アクセス方法を指定しています。 

５行目：リージョンデータベースの指定となり、後述で作成する PAC名を指定します。 

６行目：リージョン間データベースの指定です。 

 

配置場所は任意ですが、デモ環境ではこの構成ファイルを WIN11-SVR の共有フォルダである

C:\SharedDisk\DBFHに配置しています。 

このファイルはすべての PACメンバーが参照します。 
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3) インメモリデータベースの開始 

ESCWAから SORを作成する前に、WIN11-SVRのコマンドプロンプトから、Redisを開始します。 

コマンド例） 

 

異なるマシンからのアクセスが必要な場合は、末尾に“ --bind 0.0.0.0”を指定します。 

デフォルトの 6379ポートで Redisが開始されます。 

 

4) Enterprise Server インスタンスの設定 

ESCWA から PAC メンバーとなる Enterprise Server インスタンスの設定を行います。デモで使用するイン

スタンス名は以下の３つです。 

 

WIN11-SVR マシンに存在するインスタンス） 

APAC１ 

APAC２ 

APAC３ 

 

① 構成情報 

各インスタンスに必要な環境変数を設定します。 

 

 

 

 

 

 

・SHARED 

共有フォルダのパスを環境変数として指定しています。 

異なるマシンからのアクセスはネットワーク経由となるため、パスの先頭に\\\\を指定します。 

 

・MFACCCGI_CHARSET 

JES機能において日本語を表示するため、Shift_JISを指定します。 

 

・MFCODESET 

CICS機能において使用する文字コードの 939を指定しています。 

 

・ES_DB_SERVER 

DBFHが構築されている RDBMSの存在する IPアドレスを指定します。 
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・MFDBFH_CONFIG 

前述で作成したMFDBFH.cfgファイルの完全パスを指定します。 

 

② システムディレクトリ 

インスタンスごとに出力されるコンソールログなどを格納するシステムディレクトリは個別に設定する必要があ

ります。デモ環境では共有フォルダにそれぞれのフォルダを用意しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ CICSの構成 

共有フォルダに格納されているリソース定義ファイル、実行モジュール、データファイル、マップファイルを共有す

るため、PACメンバーに同じ値を設定しています。SITについても同じ値を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ JESの構成 

共有フォルダに格納されている実行モジュールを共有するため、PACメンバーの JESプログラムパスには同じ

値を設定しています。 
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各 PACメンバーには Aから Kクラスを実行できるイニシエータを１つ設定しています。 

PAC 構成は１つのシステムイメージで稼働するため、このグループ内に同じクラスを実行するイニシエータが３

つあることになります。並列実行により負荷分散が実現されますが、逆に並列実行を防ぐ場合は PACメンバー

内で該当クラスのイニシエータが単一になるよう設定します。 

 

 

 

 

 

 

PAC 構成内においても、ジョブ名が重複している並列実行は制御され、デフォルト設定では先行ジョブが終了

するまで後行ジョブは待機します。 

 

⑤ XAリソースの登録 

アプリケーションからデータベースにODBC接続する必要がある場合には、PACメンバーのXAリソースの構

成に前述でビルドした XAスイッチモジュールとODBC名を指定して登録します。 

 

5) SORの作成 

WIN11-SVRの ESCWA から SOR を作成します。左側メニューから SORを選択し、右側ペインの追加ボタン

をクリックします。 
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名前は任意ですが、デモ環境では SORDEMO を、タイプには Redis を、接続パスには前述で開始した Redis

が存在するマシンの IPアドレスとポート番号を指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

6) PACの作成 

WIN11-SVR の ESCWA から PAC を作成します。左側メニューから PAC を選択し、右側ペインの追加ボタン

をクリックします。 

 

 

 

 

名前は任意ですが、デモ環境ではPACDEMOを、PAC SORには前述で作成した SORDEMOを選択します。 

 

 

 

 

 

左側メニューから、追加した PACDEMOを選択し、右側ペインのインストールボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

インストールウィンドウで、Enterprise Server インスタンスを PACメンバーとして指定します。 
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３つのインスタンスをメンバーとした PAC構成が作成されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

10. PACメンバーの開始 

PACメンバーを開始する具体的な手順について説明します。 

 

1) PACの初期化 

必要に応じて、すべての PAC メンバーが停止されていることを確認後、caspac コマンドを使用して PAC の

初期化を行います。これにより PSORからすべての情報が削除されます。 

Enterprise Developerコマンドプロンプトから、定義済みの PAC名と前述で起動済みの Redisが存在す

るマシンの IPアドレスと接続ポート番号を指定します。 

 

コマンド例）caspac -aInitPac=PACDEMO -sredis,WIN11-SVR:6379 

 

 

 

 

 

2) 最初に開始する PACメンバー 

関連する SORの既存データをすべて削除するために、最初に開始する PACメンバーにはコールドを指定して、

開始権限のあるユーザーで開始します。デモ環境ではAPAC1が該当します。このコールド指定は必須ではあり

ません。 
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3) ２つめ以降に開始する PACメンバー 

２つ目以降の PAC メンバーは、関連する SOR の既存データを保持するために、ウォームを指定して開始権限

のあるユーザーで開始します。デモ環境では APAC2、APAC3が該当します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正常に開始されない場合は、システムディレクトリにある console.log ファイルをテキストエディターで表示し、

エラーの内容を確認します。 

正常に開始された場合は、ESCWA から APAC１のコンソールログを表示し、他の２つのインスタンスと同期し

ていることを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

11. JCLの実行 

３つの JCLを実行して、負荷分散とファイルの排他制御が行われているかを確認します。 

 

1) SLEEPLCK.JCL 

ジョブ名） SLEEPLCK 

実行クラス） A 

使用ファイル） 

VSAM.KSDS1ファイルをOUTPUTでOPEN 

実行プログラム内容） 

ファイルをOPEN後、60秒スリープし、 

ソート後のデータを VSAM.KSDS1ファイルへ出力 
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サブミットする Enterprise Server インスタンス） 

APAC1：ポート番号 58884 

 

2) NOWAIT.JCL 

ジョブ名） NOWAIT 

実行クラス） A 

使用ファイル） 

SAM.KSDS2ファイルをOUTPUTでOPEN 

実行プログラム内容） 

ソート後のデータを VSAM.KSDS2ファイルへ出力 

サブミットする Enterprise Server インスタンス） 

APAC1：ポート番号 58884 

 

 

3) WAIT.JCL 

ジョブ名） WAIT 

実行クラス） C 

使用ファイル） 

VSAM.KSDS1ファイルを I-OでOPEN 

実行プログラム内容） 

ソート後のデータを SLEEPLCK.JCLと同じ 

VSAM.KSDS1ファイルへ出力 

サブミットする Enterprise Server インスタンス） 

APAC３：ポート番号 59260 

 

4) 実行 

前述の JCLを順番に実行します。これらのJCLは共有フォルダに配置してあり、インスタンスのWeb Service 

J2EEポートへ実行権限のあるユーザーでサブミットします。 

 

コマンド例） 

cassub -jC:\SharedDisk\JCL\SLEEPLCK.JCL -stcp:WIN11-SVR:58884 /uSYSAD /pSYSAD 

cassub -jC:\SharedDisk\JCL\NOWAIT.JCL -stcp:WIN11-SVR:58884 /uSYSAD /pSYSAD 

cassub -jC:\SharedDisk\JCL\WAIT.JCL -stcp:WIN11-SVR:59260 /uSYSAD /pSYSAD 
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5) 実行記録の確認 

各 PACメンバーのコンソールログを表示して実行記録を確認します。 

 

APAC1のコンソールログ） 

① SLEEPLCK.JCLを受け付け、60秒のスリープ後に正常終了しています。 

② NOWAIT.JCL を受け付けていますが、実行記録がありません。SLEEPLCK ジョブがイニシエータを占

有しているため、他のインスタンスで実行されているか後述で確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

APAC２のコンソールログ） 

今回のサブミットでは使用されていません。 

 

 

 

 

APAC３のコンソールログ） 

NOWAIT.JCLは APAC1のイニシエータが占有されているため、APAC3で実行されています。 

 

 

 

 

  

① 

② 
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WAIT.JCLは SLEEPLCK.JCLがファイルを開放するのを待って、APAC3で実行されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

JES機能のスプールを ESCWAから表示し、時間経過から結果を確認します。 

 

 

 

 

３つの JCLはサブミット順に受け付けられ、開始されています。 

ジョブが最初に完了したのは NOWAIT、次に SLEEPLCK、最後にWAITとなり意図した結果となりました。 

 

この結果から PACメンバー内における負荷分散とファイルの排他制御が行われ、正常に終了したことがわかり

ます。 

 

 

12. CICSの実行 

TN3270エミュレータから CICS処理を実行します。 

 

1) CICS トランザクションの実行 

まずは、APAC1 の３２７０リスナーポート９００５へアクセスし、ACCT トランザクションを実行して、一部のデー

タを修正します。 

 

修正前のデータ） 

 

 

 

 

 

  

① 

② 

③ 

① 

② 

③ 

① 

② 

③ 
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修正後のデータ） 

 

 

 

 

 

 

 

次に、APAC2の 9010ポートへアクセスしてログオンし、ACCT トランザクションを実行します。 

修正したデータを確認します。 

 

同じデータの表示結果） 

 

 

 

 

 

 

修正後のデータが確認できました。 

この結果から、CICS リソース定義ファイル、FCT で指定されたデータファイルが PAC メンバーで共有されて

いることがわかります。 
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13. おわりに 

企業の中枢を担う基幹システムは、「物理的障害の回避」、「ネットワークの安定性確保」、「業務処理停止の回避」な

ど、多角的な視点でメインフレームと同等の堅牢性をオープン環境で実現する必要に迫られています。 

 

オープン環境では堅牢性を確保するための様々なツールが提供されており、目的に応じて過不足のない機能を持

ったツールを自由に選択することができます。また、ツールの種類によっては、移行後の運用コストダウンも期待す

ることができます。 

 

Enterprise DeveloperとEnterprise Server製品は、アプリケーションの視点から堅牢性をサポートする機

能がデフォルトで搭載されており、これによる効果は前述の通りです。 

 

基幹システムの移行に向けて、弊社のモダナイゼーション支援製品と共に PAC 機能の導入をご検討いただければ

幸いです。 

AMC ソフトウェアジャパン合同会社  

https://www.amc.rocketsoftware.co.jp/ 

記載の会社名、製品名は各社の商標または登録商標です。  

本ホワイトペーパーは 2026 年 6 月に作成したものです。 
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